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1.はじめに

画面サイズに制約があるスマートフォン（スマホ）な

どの携帯端末を対象に，検索結果に対するクリックや

スクロールの操作数を軽減しようという研究 [1][2]が広

く行われている．山田 [1]らは，Web検索結果を初め

から順に閲覧する手間を解決するため，検索結果とし

て得られたスニペット内の単語と過去に閲覧したWeb

ページ内の単語をクラスタリングし，各検索結果とそ

れに関連する単語を提示する手法を提案している．ま

た，細川 [2] らは，検索結果を選別する際の労力軽減

を目的に，検索ログからWord2Vecによる単語（関連

語）のリストを作成し，検索結果と検索ログから作成

された関連語リストとの類似度から関連語をタグ付け

提示する手法を提案している．しかしながら，これら

既存研究は，Webページの検索結果を効率良く探索す

ることを目的としており，SNSやマップといった他の

メディアとの連携には対応していない．また，画面サ

イズに制約のあるスマホでは，複数メディアを同時に

閲覧することは難しいという問題もある．

そこで，本稿では，複数メディアの検索特性を考慮

したスマホ向け検索統合手法を提案する．すなわち，

Webと SNSとマップという 3つのメディアを対象に，

Webでは Googleを用いて文章内容に基づく検索を行

い，SNSでは Twitterを用いて速報性のある検索を行

う．マップでは Google Mapを用いて距離を考慮した

店舗等の評判情報検索を行う．この異なる検索特性を

持つメディアを用いた検索により，各々のメディアだけ

では取得できない検索結果の取得を可能にする．具体

的には，まず，Google検索より取得したスニペットや

Twitter APIより取得したツイート本文，Google Maps

API より取得した店舗等の評判情報から単語（名詞）

を抽出し，クラスタリングする．次に，生成された各

クラスタと各々のメディアの各検索結果との間で類似

度を求める．そして，メディアの検索特性となる意味・

空間距離に対して，ユーザが重みを明示的に（または

検索ログに基づく暗黙的なフィードバックから）付与

することで，類似度に意味・空間距離の重みを積算す
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図 1: 複数メディア横断型検索統合提示システム

る．最後に各クラスタと各検索結果の組み合わせを安

定マッチングにより決定し，ランキング提示する．な

お，本稿では，被験者 30名による評価実験を行い，提

案手法の妥当性を検証する．

2.複数メディア検索統合提示システム

本稿では，Web 検索として Google，SNS 検索は

Twitter，マップ検索は Google Mapを用いる．
2.1.システム概要

図 1に提案システムの構成を示す．まず，ユーザは検

索クエリ入力時にメディア（Google，Twitter，Google

Map）に対して重み付けを行う．初期値は同値とする．

次に，クエリより各メディアの検索結果の上位n件から，

タイトルとスニペット（Google），ツイート内容と時

刻（Twitter），現在地から半径 rkm以内にある地物の

レビューと緯度経度（Google Map）を取得する．取得

したテキストを形態素解析し名詞を抽出し，Word2Vec

より単語ベクトルを生成する．単語ベクトルから各検

索結果 iごとに平均ベクトル vmedia,i を生成する．

その一方で，抽出した全単語をクラスタリングし，各

クラスタ jの平均ベクトルをクラスタベクトル vc,jとし

て生成する．最後に各検索結果の平均ベクトル vmedia,i

と各クラスタの平均ベクトル vc,j との cos類似度を算

出し，ユーザの重みを積算し，安定マッチングより各

クラスタと各検索結果の組み合わせを決定し，各クラ

スタから類似度の高い上位m件を選出し，類似度順に

ランキング提示する．
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2.2.クラスタリングとランキング

提案手法は，複数メディアを統合してランキングす

る方法として出現単語をクラスタリングし，単語の各

クラスタと各検索結果との類似度を算出し，重み付け

する．そして，検索結果がいずれのクラスタに属する

かを安定マッチングとなる gale-shapley法 [3]により決

定し，各クラスタの上位を選出する．

クラスタリングは，各検索結果のメディアごとの偏

りを考慮し，検索結果単位ではなく単語を分類する．ま

ず，Word2Vecを用いて単語（名詞）から単語ベクトル

を生成し，クラスタリングし，各クラスタ j の平均ベ

クトル vc,j を算出する．次に，各検索結果 iの平均ベ

クトル vmedia,iとの cos類似度 sim(vmedia,i, vc,j)を算

出する．その後，ユーザが選択したメディアに対する

重みを α（0 < α < 1）とするとき，sim(vmedia,i, vc,j)

×α を算出する．メディア数が l の場合に選択されな

かったメディアの重みは (1 − α)/(l − 1)）とする．た

だし，ユーザがメディアを選択しない場合（α=0）は

全メディアの重みは同値とする．また，マップを選択

した場合，現在地からの距離が近い検索結果に対して

重みを大きくし，空間的な距離を考慮した検索結果を

提示する．ただし，初期値は全て

最後に gale-shapley法（安定マッチング）を用いて，

検索結果と各クラスタの組み合わせを決定し，ランキ

ングする．なお，安定マッチングは，選べる中では他

に希望が高い組み合わせがある不安定対が起こってい

ないマッチングを実現する手法で，gale-shapley 法が

広く用いられている．

3.検索統合提示手法の実装

前節に基づき，検索統合システムを実装した．ク

ラスタリングは，k-means, x-means, g-means, DB-

SCAN (Density-Based Spatial Clustering of Applica-

tions with Noise)の 4種類を実装し，検証では事前実験

よりクラスタリングは x-means を採用した．Web検索

にはGoogle Search APIを，Twiter検索には Twitter

APIを，マップ検索には Google Maps APIを用いた．
3.1.フロントとのデータ連動

サーバサイドの検索取得とリランキングは Python

を用いて実装し，検索結果を表示するためのフロント

エンドは flutterを用いた．図 2に実装したユーザイン

ターフェイスの画面を示す．ユーザはクエリ入力と同時

に，上記に提示されているメディアのアイコンを選択

することでユーザが重視するメディアを決定する．（図

2- 1○）クエリ入力後にはクラスタのキーワードがサジェ
ストされる．(図 2- 2○)，そのサジェストを選択すると，

検索結果が提示される（図 2- 3○）．

図 2: 検索入力画面と検索結果提示画面例

3.2.ランキング順位の検証

提案した複数メディアの検索統合手法によるランキ

ング順位の妥当性を検証する．まず，Google，Twitter，

Google Mapから得られた各検索結果の上位 10件を提

案手法によりリランキングし，その上位 5件を取得し

た．次に，この 5件を被験者 30人に順位付け評価して

もらい，評価結果（平均）を正解順位とした．正解順

位と提案手法による順位結果との nDCG（normalized

Discounted Cumulative Gain）を算出し，ランキング

の妥当性を検討した．今回用意した 3つのクエリ（1）

「カレー，ナン」，(2) 「カレー，料理」，（3）「カレー，

最高」とした．結果，nDCG＠ 5は（1）が 0.933，（2）

が 0.954，（3）が 0.857となり，平均 0.915となり良好

な結果となり，提案手法の有効性が示唆された．

4.おわりに

本稿では，複数メディアの検索結果を効果的かつ効

率的に統合提示できるメディア横断型検索統合手法を

提案した．本稿では，提案システムを実装し検索結果

順位の妥当性を検証した．今後，各メディアごとの重

みを考慮したランキング評価，インタフェースのユー

ザ評価，LDAや BERTによる精度検証，他メディア

との連動を検討する．
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